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〒150東京都渋谷区渋谷2-5-9バ9日青山502
トマ喰い虫社

No.64 
91. 2. 20 
定価 100円 PEACE NOW! 

90億ドル
を止めて
さあ、戦争に
ストップ！
平和のための
いくつかの方法
難民救援機は民間
機で／良心的軍事
費拒否／平和訴訟

サンディエゴからの
手紙
韓国と湾岸戦争

読者から

新聞にのらない
ほんとに知りたいこと

湾閏骰弼厘報
もっ つの目

1部 10 0円
好評発売中

ヽ 會
さ03(498)6095燻廿夜
045(563)5101 ¥lつでも
FAX045(563)9907 郵便振替東京6-1361~8

2月3日、東京・渋谷で行われた「湾岸戦争を止
めよう！市民アクション・デー」には2500名
が参加した。デモの中ではダイ・インも行われた。

，（写真：ジャパン・タイムズ）

［発行］トマホークの配備を許すな！全国運動

●維持会員（月間会費） ●参加会員（月間会費） ●通信会員

団体 1口 2000円 団体 1口 1000円 年間 1口

個人 1口 1000円 個人 1口 500円 2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購読料を含みます）
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二
月
二
十
二
日
、
イ
ラ
ク
と
ソ
連
が
合
意
し
た
イ

ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
の
撤
退
を
中
心
と
し
た
停

戦
案
を
ア
メ
リ
カ
は
拒
否
し
ま
し
た
。
こ
の
記
事
を

書
い
て
い
る
今
、
つ
ま
り
二
十
三
日
の
未
明
、
ア
メ

リ
カ
は
イ
ラ
ク
に
二
十
四
日
午
前
二
時
ま
で
に
撤
退

し
な
け
れ
ば
地
上
戦
を
始
め
る
、
と
最
後
通
告
を
行

っ
て
い
ま
す
開
戦
か
ら
一
月
を
過
ぎ
、
よ
う
や
く

か
す
か
に
見
え
始
め
た
和
平
へ
の
希
望
は
風
前
の
灯

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

と
も
か
く
ヽ
、
戦
争
を
や
め
て
ー
こ
れ
が
私
た
ち
の

願
い
で
す
。
権
力
者
た
ち
が
、
意
地
と
駆
け
引
き
で

戦
争
と
平
和
を
語
り
、
テ
レ
ビ
で
評
論
家
た
ち
が
口

角
泡
を
と
ば
し
て
い
る
こ
の
瞬
間
に
も
、
多
国
籍
軍

に
よ
る
空
爆
は
続
い
て
い
ま
す
。
人
々
が
血
を
な
が

し
て
い
ま
す
。
人
間
っ
て
ほ
ん
と
に
恐
ろ
し
い
と
思

く
、
世
界
の
人
々
の
平
和
へ
の
願
い
と
努
力
に
反
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
瞬
間
は
あ
り
ま
せ
ん
◇

政
府
は
今
日
に
も
補
正
干
算
案
と
財
源
法
案
を
国
会

に
提
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
立
を

ど
う
し
て
も
許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
，

逆
転
参
議
院
の
カ
ギ
を
握
る
公
明
党
は
と
う
と
う

こ
の
戦
争
協
力
に
賛
成
す
る
こ
と
を
決
め
て
し
ま
い

ま
し
た
（
，
二
月
＇
千
四
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
、
ー
に

＿
湾
岸
戦
争
を
止
め
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
S

マー＇

ケ
ッ
ト
一
（
反
ト
マ
全
国
運
動
、
日
市
連
、
ピ
ー
ス

ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス
が
連
絡
先
と
な
っ
て
い
る
ゆ
る

や
か
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
）
は
、
公
明
党
の
広
報
局
長

に
会
い
、
大
き
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
手
渡
し
、
市
民

と
の
対
話
集
会
を
開
く
ヽ
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
広
報

局
長
は
＿
一
国
平
和
主
義
で
は
い
け
な
い
一
と
言
い

ま
し
た
。
戦
争
協
力
賛
成
を
決
め
た
の
は
そ
の
翌
日

の
こ
と
で
す
。

．． 

＿
一
国
平
和
主
義
―
で
は
い
け
な
い
。
そ
の
と
お

り
で
す
。
し
か
し
、
自
民
党
、
民
社
党
、
公
明
党
が

そ
れ
に
対
置
し
て
い
る
の
は
＿
世
界
戦
争
—
で
あ
り

決
し
て
＿
世
界
平
和
―
で
は
な
い
の
で
す
。

ま
だ
間
に
合
う
。
九
0
億
ド
ル
援
助
を
止
め
れ
ば
、

戦
争
を
止
め
ら
れ
る
，
あ
ら
ゆ
る
非
暴
力
的
な
方
法

で
私
た
ち
の
意
志
を
力
に
か
え
ま
し
ょ
う
。
（
た
）

●
海
部
首
相
あ
て
の
ハ
ガ
キ
を
作
り
ま
し
た
。

一
枚
十
円
。
ト
マ
喰
い
虫
社
に
こ
連
絡
を
へ
）

っ
て
き
た
＿
貢
献
]
の
実
態
な
の
で
す
。

．． 
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い
ま
す
。
「
地
上
戦
」
の
惨
劇
の
想
像
の
前
で
は
激

し
い
空
爆
の
毎
日
ま
で
、
ま
る
で
「
凪
'
-
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
…
。

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
降
ろ
し
た

イ
ラ
ク
の
提
案
は
間
違
い
な
く
大
き
な
譲
歩
を
含
む

も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
和
平
へ
の
ギ
リ
ギ
リ
の
チ
ャ

ン
ス
で
し
た
。
そ
れ
を
つ
っ
ぱ
ね
た
ア
メ
リ
カ
の
戦

争
目
的
が
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
の
撤
退
で
は

な
く
、
フ
セ
イ
ン
体
制
の
打
倒
あ
る
い
は
イ
ラ
ク
国

家
の
破
壊
に
あ
る
事
は
、
も
う
誰
の
目
に
も
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
プ
ッ
シ
ュ
大

統
領
や
海
部
首
相
の
大
好
き
な
国
連
は
、
一
度
も
そ

ん
な
合
意
を
し
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

•• 
日
本
の
九
0
億
ド
ル
追
加
支
援
が
こ
れ
ほ
ど
罪
深

こ
も
う
！

横
須
賀
を
母
港
に
す
る
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
、
ト

マ
ホ
ー
ク
艦
モ
ー
ピ
ル
ベ
イ
、
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
、
フ

ァ
イ
フ
な
ど
七
隻
の
軍
艦
が
、
今
、
イ
ラ
ク
に
対
す

る
空
爆
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

B
B
C
放
送
は

モ
ー
ピ
ル
ベ
イ
が
ト
マ
ホ
ー
ク
を
発
射
し
た
と
伝
え

ま
し
た
。
ほ
か
の
二
隻
も
発
射
し
て
い
る
の
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
空
爆
の
目
標
と
さ
れ
て
い
る
一
軍

事
目
標
」
と
は
実
は
貯
水
池
や
橋
、
発
電
所
、
駅
な

ど
で
す
。
「
民
間
人
を
目
標
と
し
な
い
と
い
う
主
張

は
空
虚
で
し
か
な
い
l

（
二
月
十
六
日
「
毎
日
」
前

田
哲
男
氏
）
の
で
す
。
た
と
え
純
然
た
る
軍
事
施
設

だ
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
必
ず
人
間
が
い
る
の
で
す
。

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。

無
差
別
殺
傷
の
出
撃
基
地
を
提
供
す
る
。
こ
れ
が

九
0
億
ド
ル
追
加
支
援
を
決
め
る
前
か
ら
日
本
が
行

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
や
モ
ー
ピ
ル
ベ
イ
は
三
月
か
四
月

に
横
須
賀
に
帰
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

時
に
は
、
海
と
陸
か
ら
大
々
的
な
抗
議
行
動
を
や
り

ま
し
ょ
う

1
•

横
須
賀
を
人
殺
し
の
基
地
に
使
う
こ

と
な
ど
ど
う
し
て
認
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
兵
士
た
ち
に
語
り
か
け
ま
し
ょ
う
。
戦
争
を
止

め
て
故
郷
に
帰
ろ
う
、
と
。

忘
れ
ず
に
い
て
下
さ
い
。

入
港
の
予
告
が
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
た
ら
、
す
ぐ
に

電
話
を
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●
ト
マ
喰
い
虫
社
分
室
@
:
J
O
四
五

（
五
六
三
）
五
一

0
一
ま
た
は
非
核
市
民
宣
言
運

動
ヨ
コ
ス
カ
@
:
J
O
四
六
八
（
二
五
）

0
-
五
七・・メ寮

ぶ
心

5
忍
沼

.

.

.
5

楽5盛
冨
〖
〖
冒
麟
冒
〖

ふ
翠
将
翠
翠
翠
翠
侶
寄
碑
函
炒
翠
笠

.. 

’
・
・
ロ
・
～
岱
淡
総
函
嘉
啜
~
~
．

名

九
0
億
ド

を
止
め
て

戦
争
を
止
め
よ
ろ
ノ
ー
・

ル
支
援

い
ま
す
ぐ
停
戦
を
！

和
平
の
芽
を
つ
む
な
！

●
開
戦
以
来
、
週
末
ご
と
の
都
心
の
反
戦
デ
モ
の
参

加
者
は
六
0
0
人
‘
―
二

0
0
人
、
二
五

0
0
人
と

ふ
く
ら
ん
だ
。
東
京
で
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
行

動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
る
。
写
真
は
一
月
十
五
日
ア

メ
リ
カ
大
使
館
前
で
。
ト
マ
喰
い
虫
（
ギ
タ
ー
）
、

ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス
（
歌
）
両
編
集
長
バ
ン

ド
誕
生
の
瞬
間
。
そ
の
後
随
所
に
出
没
。
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刃
心加便郵

政
令
改
正
と
い
う
超
法
規
的
手
段
に
よ
っ
て
決
め

―
―
一
ら
れ
た
自
衛
隊
機
の
派
遣
は
悪
法
違
反
。
多
国
籍
軍

日
に
協
力
す
る
国
の
軍
用
機
に
安
全
な
ど
保
証
さ
れ
る

第ms
わ
け
が
な
い
。

戦
争
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
「
日
の
丸
」
を
中
東
に

6
 
年9
8
は
た
め
か
せ
よ
う
と
ね
ら
う
政
府
、
防
衛
庁
に
対
す

8
 

る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
が
多
く
ヽ
の
市
民
の
手
に
よ
っ
て
、

巾鉛
大
き
く
ヽ
実
ろ
う
と
し
て
い
る
◇
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、

―Y

個
人
に
よ
る
民
間
機
チ
ャ
・
ー
タ
ー
の
た
め
の
募
金
活

卜f
動
は
二
月
八
日
現
在
で
総
額
一
億
五
0
0
0
万
円
を

q
 

月

た
め
に
私
は
税
金
を
お
さ
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
う
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
。

確
定
申
告
の
時
期
が
や
っ
て
き
た
◇
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
戦
争
や
軍
備
の
た
め
に
使
わ
れ
た
税
金
を

返
し
て
ほ
し
い
、
あ
る
い
は
そ
の
分
を
保
留
し
て
払

う
運
動
が
あ
る
。
「
良
心
的
軍
事
費
拒
否
の
会
l

（
石
谷
行
代
表
）
は
、
多
国
籍
軍
へ
の
九
0
億
ド

ル
追
加
支
援
に
抗
議
す
る
た
め
に
多
く
の
人
が
こ
の

運
動
の
輪
に
加
わ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
医
療
費
の
還
付
申
告
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
簡
単
に
出
来
る
。
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
金
の
う
ち
、
軍
事
費
分
六
・
三
％
の
還
付
申
告

を
す
る
の
だ
。
必
要
な
物
は
I

源
泉
徴
収
票
―
「
印

鑑
一
「
確
定
申
告
書
」
の
三
点
セ
ッ
ト
。
確
定
申
告

書
（
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
用
）
の
二
二
住
宅
取

得
（
等
）
特
別
控
除
」
の
欄
に
大
き
<
[
軍
事
費
分

六
・
三
％
」
（
確
定
申
告
書
裏
面
の
「
国
の
歳
出
背

千
円
あ
た
り
の
使
い
み
ち
」
に
記
入
さ
れ
て
い
る
割

合
）
と
記
入
し
、
計
算
式
に
基
づ
い
て
ー
還
付
さ
れ

る
べ
き
税
金
l

の
欄
に
そ
の
金
額
を
記
入
す
る
。
こ

の
申
告
書
に
還
付
申
告
の
趣
旨
を
書
い
て
税
務
署
に

提
出
す
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
国
は
税
金
を
返
し
て
く
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
五
月
末
ご
ろ
に
は
還
付
請
求
は
認
め
ら
れ

な
い
と
の
通
知
が
く
る
。
そ
う
し
た
ら
「
異
議
申
し

立
て
書
l

を
提
出
す
る
。
こ
の
申
し
立
て
も
棄
却
さ

れ
る
：
・
o

越
え
た
。
こ
れ
は
ヨ
ル
ダ
ン
の
ア
ン
マ
ン
か
ら
エ
ジ

プ
ト
の
カ
イ
ロ
ま
で
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
二
十
三
機
分

の
資
金
に
あ
た
る
。
す
で
に
十
四
機
分
は
ロ
イ
ヤ
ル

・
ヨ
ル
ダ
ン
航
空
と
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
（
二
月

九
日
一
中
日
新
聞
l

)

。

募
金
活
動
を
呼
び
か
け
て
い
る
の
は
以
下
の
団
体

と
個
人
で
あ
る
。
▽
新
揺
十
仁
病
院
（
梅
沢
文
彦
院

長
）
▽
湾
岸
非
難
民
救
援
実
行
委
員
会
（
日
本
キ

リ
ス
ト
教
協
議
会
と
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

で
構
成
・
代
表
i
i
相
馬
信
夫
カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教

区
司
教
）
振
込
先
i
i
口
座
名
一
湾
岸
避
難
民
救
援

基
金
」
大
洋
神
戸
三
井
銀
行
四
谷
駅
前
支
店
普
通

預
金
三
三
六
三
二
三
一
▽
土
井
た
か
子
を
支
え

る
会
郵
便
振
替
1
1

口
座
番
号
東
京
八
ー
一
五
0

二
五
五
「
土
井
た
か
子
を
支
え
る
会
」
銀
行
振
込

i
i
口
座
番
号
第
一
勧
業
銀
行
白
山
出
張
所
「
普
通
」

一
六
九
九
一
七
四
「
市
民
救
援
便
基
金
」

c
O
三

（
三
二
六
六
）
九
四
七
五
▽
広
島
県
の
弁
護
士
男

性

▽

Y
M
C
A
（
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
c
O
三

（
三
二
九
三
）
一
九
ニ
―
)
▽
日
教
組
。

ま
た
国
際
親
善
交
流
協
会
（
福
島
崇
行
理
事
長
）

は
バ
ス
を
使
っ
て
の
陸
路
移
送
を
計
画
し
て
い
る
。

二
月
三
日
の
各
紙
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
ハ
ッ

サ
ン
皇
太
子
は
国
際
機
関
の
要
請
が
あ
れ
ば
自
衛
隊

む
な
し
い
、
と
あ
な
た
は
思
う
だ
ろ
う
か
。
な
ん

の
特
権
も
地
位
も
お
金
も
な
い
市
民
の
一
人
と
し
て

一
反
戦
l

の
意
志
を
表
明
す
る
非
暴
力
の
戦
い
と
し

て
の
意
義
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
、
と
は
思
わ
な

い
だ
ろ
う
か
。

二
月
十
五
日
の
確
定
申
告
の
開
始
日
、
一
良
心
的

軍
事
費
拒
否
の
会
」
の
人
々
は
横
須
賀
税
務
署
で
ビ

ラ
を
ま
き
、
そ
の
あ
と
申
告
手
続
き
を
行
っ
た
。
申

告
期
間
は
三
月
十
五
日
ま
で
。

良
心
的
軍
事
費
拒
否
の
会
で
は
、
今
年
は
今
回
の

事
態
で
一
人
あ
た
り
一
万
円
を
上
乗
せ
し
た
還
付
請

求
を
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
手
続
き
を
分

か
り
や
す
く
書
い
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。
詳
し
く
は

~
o
四
五
（
七
八
四
）
六
二
0
0

（

石

谷

）

ま

で

。

◆

●

多
国
籍
軍
へ
の
九
0
億
ド
ル
軍
事
援
助
は
武
力
行

使
を
永
久
に
放
棄
し
た
日
本
国
悪
法
違
反
一
こ
の
支

出
差
止
め
を
求
め
る
訴
訟
の
準
備
が
各
地
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
現
在
原
告
団
を
大
募
集
中
。
問
い
合
わ

せ
申
し
込
み
先
は
、
▽
ピ
ー
ス
・
ナ
ウ
！
戦
争
に

税
金
を
払
わ
な
い
！
市
民
平
和
訴
訟
の
会
一
「
一
―

三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
四
1

三
パ
ー
ク
・
サ

イ
ド
山
口
五
0
四
ピ
ー
ス
・
ネ
ッ
ト
気
付

c
O

三
（
三
八
一
三
）

0
七
二
四
▽
多
国
籍
軍
へ
の
軍

事
援
助
・
違
悪
訴
訟
の
会
〒
四
六
六
名
古
屋
市

昭
和
区
曙
町
二
，
ー
八
た
ま
り
場
風
（
る
ん
）
気
付

0
0
五
二
（
七
三
三
）
九
四
二
0
。

同
趣
旨
の
訴
訟
は
、
編
集
部
が
把
握
し
た
範
囲
で

も
京
都
、
広
島
で
準
備
さ
れ
て
い
る
。
●
●

裁判で＇ 忍嚢忍蕊：ス・・
0億ドルにノー

，
 

私
の
払
っ
た
税
金
が
戦
争
の
た
め
に
使
わ
れ
る
の

は
い
や
だ
。
そ
も
そ
も
悪
法
違
反
の
自
衛
隊
に
使
う

みんなの募金で
麓民救：こヘ・：：··:::·::••::···:···:•••

戦争に使った
税＾ヽ•••菱：裕：．：認．
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機
を
受
け
入
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る
と
の
態
度
を
み

せ
て
い
る
。

I
O
M
（
国
際
移
住
機
構
）
や
U
N
H

C
R
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
に
「
自
衛

隊
海
外
派
兵
反
対
J
の
声
を
送
る
こ
と
は
大
き
な
意

味
が
あ
る
。
▽

I
O
M
(
0
0
三
（
三
五
九
五
）
ニ

四
八
七
東
京
都
港
区
虎
の
門
一
の
一
の
―
二
虎
の

門
ピ
ル
八
0
五

）

▽

U
N
H
C
R
(
c
O
三
（
三

四
七
五
）
一
六
一
五
東
京
部
港
区
南
青
山
一
の
一

の
一
新
青
山
ピ
ル
西
館
一
九
F

)

。

デ
モ
や
ダ
イ

・
イ
ン
だ
け
じ
ゃ
な
い

平
和
の
た
め
の
、
あ
ん
な
手
こ
ん
な
こ
と
…

~
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まくけが要様お；的ラ悪私こを

すつれでににそれなクとはと包こ

゜かぱき時‘らは悪に怒今で括の

のなな間事＜夢夢対りなす的戦

考りいを態；でのすとお゜に争

えまでとにれは中る格激危報に

ンせいら呼をなに爆闘し磯告突

忌んまれ応読く投撃しいかす人

見゜す‘しま‘げ開てイ数るし

でそ＇分てれ実込始いラかこて

間れそ析抗るにまとまク月と一

にでれ的！覆ず現れ共す爆もは週

合‘は思行へ実まに゜撃続私間

わさ‘考動てのし‘ーヘいに‘

せし後ををのこた私月のては米

たあ日行組皆と’た十絶いむ国

いたにな織さなしち六対るず内

とり待っすんのかは日的のかの

思‘たこるとでし世のなにし状

いいなと必同す‘界イ嫌‘い況

か

に

緊

迫

度

を

増

し

て

い

ま

す

C

抗

議

行

動

が

他

の

場

所

で

ど

う

受

け

取

ら

れ

て

い

る

か

を

私

は

知

り

ま

せ

ん

が

、

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

で

は

、

マ

ス

コ

ミ

の

私

た

ち

が

戦

争

を

す

べ

き

か

否

か

と

い

う

論

争

よ

り

も

、

日

々

吹

き

荒

れ

て

い

る

話

題

は

、

平

和

運

動

の

デ

モ

を

や

る

う

連

中

が

、

反

逆

罪

を

犯

し

て

い

る

か

否

か

と

い

う

こ

と

で

す

。

そ

れ

は

、

実

に

悪

意

に

満

ち

て

い

ま

す

。

私

た

ち

の

す

べ

て

の

行

事

に

、

私

た

ち

と

反

対

の

立

場

の

人

た

ち

が

姿

を

現

わ

し

、

そ

の

多

く

は

私

た

ち

を

挑

発

し

ま

す

，

反

ア

ラ

プ

の

い

や

が

ら

せ

も

増

え

て

い

ま

す

。

い

や

が

ら

せ

に

は

「

公

認

」

（

例

え

ば

F
B
I
の

よ

う

な

政

府

機

関

に

よ

る

）

の

も

の

と

＿

非

公

認

l

の

も

の

と

が

あ

り

ま

す

C

戦

争

の

最

初

の

一

週

間

の

間

、

マ

ス

コ

ミ

を

通

し

て

平

和

に

向

か

う

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

得

る

の

は

非

常

に

む

ず

か

し

い

こ

と

で

し

た

。

概

し

て

マ

ス

コ

ミ

は

、

議

会

と

同

様

、

一

陣

営

を

固

め

―

ま

し

た

。

彼

ら

は

ま

た

故

意

に

、

私

た

ち

の

運

動

の

参

加

者

数

を

少

な

く

報

告

し

、

私

た

ち

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

ゆ

が

め

て

い

ま

す

。
戦

争

の

一

美

化

」

（

例

え

ば

情

報

の

検

閲

、

多

国

籍

軍

の

死

傷

者

数

を

低

く

抑

え

て

い

る

集

中

爆

撃

作

戦

）

は

長

く

は

続

き

ま

せ

ん

。

地

上

戦

が

始

ま

っ

て

多

国

籍

軍

の

死

侮

者

が

増

え

始

め

れ

ば

、

米

国

内

の

す

う

勢

も

変

わ

り

始

め

る

で

し

ょ

う

。

私

た

ち

は

こ

こ

か

ら

ど

こ

へ

行

く

の

で

し

ょ

う

。

ま

ち

が

い

な

く

反

戦

の

活

動

と

意

志

は

続

い

て

い

き

イ

ラ

ク

に

対

す

る

武

力

行

使

を

認

め

る

一

月

＋

「
国
際
的
貢
献
」
に

揺
れ
る
韓
国

・
医
療
チ
ー
ム
派
遣
：

海
外
レ
ポ
ー
ト
②

日

の

米

議

会

の

票

決

を

プ

ッ

シ

ュ

大

統

領

は

国

民

的

合

意

を

証

明

す

る

も

の

で

あ

る

と

主

張

し

ま

し

た

，

し

か

し

、

上

院

で

は

五

二

票

対

四

七

票

で

、

下

院

で

は

二

五

0
票

対

一

八

三

票

で

の

採

択

で

あ

り

、

こ

の

国

は

分

裂

し

て

い

る

と

言

わ

ざ

る

を

得

な

い

で

し

ょ

う

。

報

道

機

関

は

概

し

て

、

「

ア

メ

リ

カ

の

歴

史

上

危

機

的

な

瞬

間

に

大

統

領

を

支

持

し

て

陣

営

を

固

め

る

」

と

こ

の

票

決

を

描

写

し

ま

し

た

。

一

月

十

五

日

の

国

連

期

限

が

近

づ

く

に

つ

れ

て

、

反

戦

活

動

は

大

き

く

な

っ

て

い

き

ま

し

た

。

大

小

の

デ

モ

行

進

が

国

の

い

た

る

と

こ

ろ

で

定

期

的

に

行

な

わ

れ

ま

し

た

，

こ

こ

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

で

は

、

国

連

期

限

の

前

夜

、

ろ

う

そ

く

の

灯

を

と

も

し

た

撤

夜

の

集

い

に

一

万

人

が

集

ま

り

ま

し

た

。

こ

れ

は

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

に

お

い

て

は

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

以

来

最

大

の

抗

議

集

会

で

し

た

。

ま

す

。

―

つ

の

大

切

な

目

標

は

、

戦

争

が

国

内

的

に

高

く

つ

く

よ

う

に

し

向

け

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

平

和

を

願

っ

て

一

月

二

十

三

日

キ

ャ

ロ

ル

・

ジ

ャ

ー

ン

コ

ウ

（

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

平

和

資

料

セ

ン

タ

ー

一

九

九

（

）

年

九

月

七

日

、

米

国

国

務

長

官

は

、

ペ

ル

シ

ャ

湾

岸

に

お

け

る

米

国

主

導

の

努

力

を

支

え

る

た

め

の

四

億

五

千

万

ド

ル

を

韓

国

に

要

求

し

た

。

内

容

は

一

九

九

0
年

に

五

千

万

ド

ル

の

現

金

と

一

億

ド

ル

分

の

物

資

と

サ

ー

ピ

ス

、

及

び

一

九

九

一

年

に

六

千

万

ド

ル

の

現

金

と

二

億

四

千

万

ド

ル

分

の

物

資

と

サ

ー

ピ

ス

で

あ

る

，

九

月

末

に

韓

国

政

府

は

、

ペ

ル

シ

ャ

湾

岸

で

の

努

力

の

た

め

に

二

億

二

千

万

ド

ル

の

貢

献

を

す

る

こ

と

を

承

諾

し

た

。

こ

の

う

ち

、

現

金

五

千

万

ド

ル

(

-

九

九

0
年

支

払

い

分

）

を

含

む

一

億

二

千

万

ド

ル

分

は

多

国

籍

軍

の

直

接

経

費

に

割

り

一

月

十

六

日

の

米

国

と

多

国

籍

軍

に

よ

る

イ

ラ

ク

集

中

爆

撃

開

始

以

来

、

何

ら

か

の

明

る

い

点

が

あ

る

と

す

れ

ば

、

そ

れ

は

平

和

運

動

が

信

じ

ら

れ

な

い

ほ

ど

多

く

の

人

を

動

か

し

、

成

長

し

た

こ

と

で

し

ょ

う

。

既

存

の

グ

ル

ー

プ

は

状

況

の

厳

し

さ

に

強

＜

圧

迫

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

私

た

ち

は

、

何

を

し

次

は

ど

こ

へ

行

っ

た

ら

い

い

の

か

を

知

り

た

が

っ

て

い

る

新

し

い

人

た

ち

に

よ

っ

て

、

活

力

を

与

え

ら

れ

ま

し

た

。

定

期

的

に

予

定

さ

れ

た

り

計

画

さ

れ

た

行

事

に

加

え

て

、

毎

日

の

よ

う

に

自

発

的

な

行

動

が

起

こ

っ

て

い

ま

す

。

わ

Vヽ
わ

く

す

る

動

き

は

高

校

生

の

参

加

で

す

。

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

で

は

、

た

く

さ

ん

の

高

校

で

生

徒

の

グ

ル

ー

プ

が

、

抗

議

行

動

を

繰

り

広

げ

、

ま

た

戦

争

に

抗

議

し

て

授

業

を

ボ

イ

コ

ッ

ト

し

ま

し

た

。

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

の

よ

う

に

軍

と

結

び

つ

い

た

都

市

に

お

け

る

こ

の

種

の

活

動

の

重

要

さ

は

、

い

く

ら

言

っ

て

も

言

い

過

ぎ

る

こ

と

に

は

な

り

ま

せ

ん

。

い

ま

現

在

、

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

か

ら

四

万

五

千

人

の

軍

隊

が

中

東

に

配

備

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

数

字

は

―

つ

の

町

か

ら

の

も

の

と

し

て

は

一

番

大

き

い

と

聞

い

て

い

ま

す

。
実

際

の

戦

争

状

態

に

入

っ

た

こ

と

で

、

平

和

運

動

の

受

け

止

め

ら

れ

方

が

相

当

変

わ

り

ま

し

た

。

い

つ

で

も

、

私

た

ち

に

荷

物

を

ま

と

め

て

帰

っ

て

ほ

し

い

と

望

ん

で

い

る

人

た

ち

が

い

る

の

は

、

当

然

で

す

。

し

か

し

、

戦

争

が

実

際

に

始

ま

っ

て

、

状

況

は

は

る

当

て

ら

れ

る

，

そ

の

う

え

｀

一

億

ド

ル

が

ヨ

ル

ダ

ン

、

ト

ル

コ

、

エ

ジ

プ

ト

ヘ

の

経

済

援

助

に

使

わ

れ

る

つ

こ

の

中

に

は

三

万

ト

ン

の

政

府

保

有

米

（

一

千

万

ド

ル

相

当

）

‘

開

発

途

上

国

へ

の

長

期

低

利

借

款

で

あ

る

対

外

協

力

基

金

(
E
D
C
F
)
四

千

万

ド

ル

、

及

び

難

民

輸

送

と

救

助

物

資

の

た

め

の

五

十

万

ド

ル

が

含

ま

れ

る

。

あ

る

韓

国

役

人

は

、

「

雑

国

は

米

国

の

要

求

を

す

べ

て

満

た

す

こ

と

は

で

き

な

い

立

場

に

あ

る

。

そ

の

代

わ

り

、

人

道

的

目

的

の

た

め

の

医

療

チ

ー

ム

を

派

遣

す

る

こ

と

を

公

式

に

検

討

し

始

め

た

？

p

と

語

っ

た

。

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

多
く
の
人
々
が
動
き
始
め
て
い
ま
す

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
（

米

•
西
海
岸
）
か
ら
の
手
紙

海
外
レ
ポ
ー
ト
①

も

し

ー

P
C
D
S
(
1
1太
平

洋

軍

備

撤

廃

運

動

）

米

国

代

表

）



(9) 

f
l
l
｀
召
か
ら

三閻便靡
●
悲
し
い
戦
争
の
伝
わ
り
方

三

一

月

十

九

日

夜

、

な

ん

と

も

や

り

き

れ

な

い

。

テ

第
日

レ

ビ

を

つ

け

る

と

「

軍

事

評

論

家

―

が

ま

る

で

戦

局

8
 

月

の

予

想

で

も

す

る

よ

う

に

湾

岸

戦

争

を

語

っ

て

い

る

。

，
 6
 

年

l

向

う

の

出

方

し

だ

い

で

は

l

な

ど

と

自

分

の

ひ

い

198
き

す

じ

を

思

わ

ず

白

状

し

て

し

ま

っ

て

い

る

。

米

軍

）

当

局

者

の

記

者

会

見

は

爆

弾

の

命

中

す

る

さ

ま

を

、

号5
テ

レ

ピ

画

面

を

使

っ

て

ま

る

で

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

榔
通

す

る

よ

う

に

語

っ

て

い

る

。

血

を

流

す

人

間

を

つ

い

‘、し、

号

忘

れ

て

し

ま

い

そ

う

な

、

こ

ん

な

戦

争

の

伝

わ

り

方

4
 

第

が

と

て

も

悲

し

い

。

気

も

滅

入

る

年

明

け

の

空

気

を

6
 

発

ふ

っ

き

る

に

は

、

や

は

り

自

分

か

ら

思

い

き

り

動

く

行

。
叩

よ

り

他

な

い

だ

ろ

う

。

早

く

ヽ

こ

の

暗

い

気

持

ち

を

ふ

年

っ

き

り

た

い

。

一

月

末

、

N
E
P
Aの
会

の

訪

米

を

2
 

199
そ

の

チ

ャ

ン

ス

に

し

た

い

。

で

も

は

た

し

て

行

け

る

-T‘ 
ー

の

か

し

ら

？

発日

゜
2
 
圃ー月毎 月刊トマ喰い虫

1988年6月18日第三種郵便物認可 毎月 ll祁l20日発行1991年2月20日発行第64号（通巻65号） （8) 

九

月

中

、

ワ

シ

ン

ト

ン

D
Cで
は

ペ

ル

シ

ャ

湾

で

の

米

国

主

導

の

努

力

へ

の

韓

国

の

貢

献

の

レ

ベ

ル

に

つ

い

て

議

論

か

進

の

ら

れ

て

い

た

，

．

呵

人

か

の

下

院

議

員

は

、

雑

国

は

朝

廷

戦

争

へ

の

米

国

の

貢

献

の

報

い

と

し

て

十

分

な

貢

献

を

す

べ

き

で

あ

る

と

論

じ

た

，

あ

る

議

員

は

、

一

韓

国

政

府

及

び

国

民

は

、

四

十

年

間

自

由

を

享

受

し

て

き

た

こ

と

へ

の

感

謝

を

表

わ

す

へ

き

て

あ

る

。

一

と

述

へ

た

あ

る

韓

国

祇

の

社

説

は

、

韓

国

国

民

か

報

い

る

と

い

う

よ

り

も

む

し

ろ

米

国

が

朝

鮮

半

島

分

断

の

責

任

を

と

る

べ

き

で

あ

る

こ

と

を

示

唆

し

た

。

別

の

社

説

は

、

雑

国

は

石

油

輸

入

の

七

五

％

を

中

東

こ

依

存

し

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら

ペ

ル

シ

マ

湾

状

勢

に

対

し

て

責

任

分

担

を

負

う

べ

き

で

あ

り

、

国

際

社

会

を

維

持

す

る

こ

と

は

各

国

の

責

任

で

あ

る

と

提

唱

し

た

。

し

か

し

、

同

社

説

は

緯

国

の

現

実

的

な

能

力

を

超

え

て

の

貢

献

は

ー

虚

栄

以

外

の

何

者

で

も

な

ぃ

―

と

警

告

も

し

て

い

る

，

全

民

族

民

主

運

動

連

合

（

全

民

連

）

か

ら

分

か

れ

た

新

し

い

民

衆

党

は

、

雑

国

の

経

済

的

貢

献

計

画

は

、

物

価

暴

騰

、

ウ

ル

グ

ア

イ

・

ラ

ウ

ン

ド

交

渉

、

国

際

収

支

弱

化

等

韓

国

経

済

が

抱

え

る

困

難

を

考

え

る

と

大

き

過

ぎ

る

と

論

評

し

た

（

，

民

衆

党

曰

く

、

「

自

国

の

政

治

的

及

び

軍

事

的

利

益

の

た

め

に

韓

国

民

に

重

大

な

出

費

を

強

い

る

米

国

に

対

し

て

、

新

し

い

植

民

地

主

義

を

非

難

せ

ざ

る

を

得

な

り

我

々

は

政

府

に

、

屈

辱

的

な

外

交

姿

勢

を

や

め

て

、

米

軍

経

費

を

支

え

る

た

め

の

米

軍

の

要

求

を

拒

否

す

る

よ

う

求

め

る

一

｛

翠

／

N
E
P
Aの
会

／

横

須

賀

）

●
金
を
出
す
な
ら
終
戦
後
に

戦

争

は

最

大

の

環

境

破

壊

と

い

か

な

る

戦

争

に

も

反

対

を

叫

ん

で

き

た

の

に

、

世

界

世

論

に

反

し

て

プ

（

服

部

医

療

チ

ー

ム

を

派

遣

す

る

問

題

も

ま

た

い

く

ば

く

か

の

論

議

を

呼

ん

だ

。

あ

る

社

説

は

、

「

悪

夢

l

と

描

写

さ

れ

た

ベ

ト

ナ

ム

ヘ

の

韓

国

医

療

チ

ー

ム

派

遣

を

思

い

だ

さ

せ

る

と

指

摘

し

た

。

同

社

説

は

、

n中

東

に

残

っ

て

い

る

二

百

人

の

韓

国

人

の

生

命

を

危

険

に

さ

ら

す

、

り

危

機

終

了

後

の

韓

国

と

ア

ラ

プ

諸

国

と

の

関

係

に

含

み

を

も

つ

、

り

中

東

地

域

の

国

家

の

利

益

を

妨

げ

る

、

と

の

理

由

て

韓

国

軍

を

派

遣

す

べ

き

て

な

い

と

誓

告

も

し

て

い

る

，

l

-

九

九

一

年

一

月

二

十

三

日

の

ソ

ウ

ル

・

ラ

ジ

オ

に

よ

る

と

、

韓

国

医

療

ス

タ

ゾ

フ

の

派

遣

団

が

ま

も

な

く

湾

岸

で

の

多

国

籍

軍

を

支

え

る

た

め

に

出

発

す

る

で

あ

ろ

う

。

l

戦

争

に

対

す

る

抗

議

に

つ

い

て

は

、

一

月

十

九

日

、

た

く

さ

ん

の

緯

国

人

及

び

韓

国

系

ア

メ

リ

カ

人

が

ワ

シ

ン

ト

ン

D
Cで
行

な

わ

れ

た

大

規

模

な

デ

モ

に

参

ッ

シ

ュ

の

奇

襲

作

戦

、

冷

戦

終

結

で

不

用

に

な

っ

た

ハ

イ

テ

ク

兵

器

の

実

験

と

処

分

が

兵

士

等

の

血

と

汗

の

上

に

行

わ

れ

た

。

言

明

に

反

し

、

空

襲

だ

け

で

は

決

着

が

つ

か

ず

、

戦

争

長

期

化

、

大

量

殺

人

、

海

洋

汚

染

、

有

限

か

つ

貴

重

な

地

球

資

源

の

無

駄

づ

か

い

。

人

殺

し

助

成

金

9
0億ド
ル

支

出

反

対

。

出

す

の

な

ら

停

戦

後

に

。

難

民

救

済

に

は

民

間

機

を

。

（

芳

野

よ

し

い

／

環

境

保

護

団

体

員

／

柏

市

）

●
翡
の
運
動
の
至
難
さ
思
っ

非

戦

の

訴

え

の

根

拠

は

「

み

ん

な

生

物

も

人

も

平

等

に

大

事

な

い

の

ち

な

の

だ

」

と

い

う

素

朴

な

訴

え

な

の

で

し

ょ

う

ね

。

そ

し

て

「

だ

か

ら

そ

れ

を

出

来

る

だ

け

侵

さ

な

い

よ

う

に

し

よ

う

l

と

い

う

願

い

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

そ

れ

に

対

し

て

戦

争

を

肯

定

す

る

人

々

は

「

し

ょ

せ

ん

こ

の

世

は

戦

い

だ

よ

，

一

と

い

い

ま

す

。

後

者

の

人

々

が

多

く

、

前

者

の

意

識

を

主

体

的

に

選

び

と

っ

て

生

き

よ

う

と

す

る

人

は

少

な

く

、

後

者

の

人

々

の

意

識

が

変

わ

る

こ

と

は

希

で

あ

り

、

非

戦

・

不

戦

の

運

動

の

至

難

さ

を

思

い

ま

す

。

永

世

中

立

し

か

も

非

軍

備

の

コ

ス

タ

リ

カ

の

姿

勢

に

学

び

た

い

も

の

で

す

。

忌

インド・ニューデリーの湾岸戦争反対デ

モ。先頭を行く老人はまるで国民的英雄、

マハトマ・ガンジーのようだ。 (「Japa
n Times」1.31より転載）

加

し

た

，

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

ジ

ャ

ク

ソ

ン

・

ハ

イ

ツ

韓

国

青

年

連

合

を

先

頭

に

、

あ

ら

ゆ

る

年

代

の

約

ニ

百

人

の

韓

国

人

が

行

進

し

、

叫

び

、

行

進

ル

ー

ト

に

沿

っ

て

｀

太

鼓

を

た

た

き

、

踊

り

を

踊

っ

た

。

シ

ュ

プ

レ

ヒ

コ

ー

ル

や

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

は

、

米

国

軍

隊

の

フ

ィ

リ

ピ

ン

、

エ

ル

サ

ル

バ

ド

ル

、

韓

国

か

ら

の

撤

退

も

含

ま

れ

て

い

た

。

横

断

幕

に

は

、

朝

鮮

半

島

の

核

兵

器

撤

去

の

要

求

が

掲

げ

ら

れ

て

い

た

。

一

月

二

十

一

日

に

は

ゾ

ウ

ル

で

数

百

人

の

学

生

か

反

戦

集

会

を

開

き

、

「

ア

ラ

プ

人

の

血

を

枯

ら

す

―

米

国

軍

を

糾

弾

し

た

。

●

い

ず

れ

も

P
C
D
S
（

太

平

洋

軍

備

撤

廃

運

動

）

特

別

レ

ポ

ー

ト

「

湾

岸

戦

争

・

太

平

洋

か

ら

の

視

点

N
o
2」
よ

り

。

訳

水

野

希

代

子

（

絹

集

部

）

。
（

城

山

大

賢

／

僧

侶

／

広

島

県

山

県

郡

）

●
ト
マ
喰
い
虫
も
テ
レ
ビ
に
出
て

一

月

二

十

八

日

の

午

後

、

十

チ

ャ

ン

ネ

ル

の

「

こ

ん

に

ち

は

2時
j

と

い

う

テ

レ

ピ

番

組

で

「

戦

争

増

税

反

対

・

生

中

継

主

婦

た

ち

の

大

激

論

―

と

い

っ

て

練

馬

の

光

ヶ

丘

団

地

で

人

が

集

ま

っ

て

い

ろ

い

ろ

意

見

を

言

っ

て

い

ま

し

た

が

、

し

つ

か

り

し

た

、

た

の

も

し

い

、

頭

の

良

さ

そ

う

な

人

二

、

三

人

の

話

が

頭

に

残

っ

て

い

ま

す

。

イ

ラ

ク

は

ク

ウ

ェ

ー

ト

侵

攻

の

際

、

ア

メ

リ

カ

に

ち

ょ

っ

と

声

を

か

け

た

。

考

え

て

み

れ

ば

そ

う

だ

ろ

う

し

、

ま

た

、

そ

ん

な

こ

と

に

な

り

そ

う

と

ア

メ

リ

カ

が

わ

か

ら

な

か

っ

た

は

ず

は

な

い

で

し

ょ

う

。

何

が

言

い

た

い

の

か

と

い

う

と

、

ふ

つ

う

の

人

が

テ

レ

ビ

に

ど

ん

ど

ん

で

て

意

見

を

言

っ

て

ほ

し

い

な

あ

。

ト

マ

喰

い

虫

関

係

の

人

も

ど

ん

ど

ん

テ

レ

ピ

に

進

出

で

き

る

と

い

い

で

す

ね

。

九

0
億

ド

ル

調

達

の

手

数

料

と

い

い

ま

す

か

お

礼

を

た

っ

ぷ

り

手

に

し

た

自

民

党

は

多

分

戦

争

大

好

き

で

し

ょ

う

ね

。

こ

の

前

の

選

挙

で

自

民

党

に

投

票

し

た

人

に

責

任

と

っ

て

ほ

し

い

よ

ね

。

(

A

女

／

東

京

都

●
今
は
出
来
る
と
こ
ろ
で
…

「

地

に

は

平

和

J

と

心

よ

り

祈

り

つ

つ

。

プ

ッ

シ

ュ

大

統

領

あ

て

ハ

ガ

キ

有

り

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

恐

ろ

し

い

一

月

十

五

日

が

目

前

な

の

で

ハ

テ

、

間

に

合

う

よ

う

に

誰

か

れ

に

言

う

間

が

あ

る

か

、

と

思

い
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●
ヒ
ロ
シ
マ
ヘ
お
い
で
よ
／
自
社
公
民
合
意
の
日
の

丸
が
ひ
る
が
え
っ
て
い
る
よ
／
ヒ
ロ
シ
マ
が
泣
い
て

る
よ
／
日
本
の
日
の
丸
な
ど
て
赤
い
／
か
え
ら
ぬ
息

子
の
血
で
赤
い
／
許
す
な
日
の
丸
戦
争
へ
の
道

（
栗
原
貞
子
／
詩
人
／
広
島
市
）

＊
 

＊ 

ま
し
た
が
、
今
日
、
教
会
で
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
項
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
ハ
ガ
キ
が
足
り
な
く
な
っ
て
、

（
と
て
も
小
さ
な
教
会
で
す
が
、
家
族
全
員
の
分
と

い
っ
て
下
さ
る
方
も
あ
り
）
足
り
な
い
方
が
い
た
程

で
感
謝
し
て
ま
ず
，
毎
月
二
十
日
す
ぎ
の
日
曜
日
は

心
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。
何
時
か
お
手
伝
い
叶
う
位

元
気
に
と
願
っ
て
居
り
ま
す
。
最
近
は
集
会
も
夜
が

多
い
の
で
、
ま
る
で
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
出
来
る
と

こ
ろ
―
で
シ
コ
シ
コ
で
す
。

（
s
.
M
/
国
分
寺
市
）

●
一
中
東
」
を
も
っ
と
リ
ア
ル
に

湾
岸
戦
争
反
対
の
各
種
の
運
動
（
反
J
，
マ
全
国
運

動
を
含
め
）
が
①
一
多
国
籍
軍
（
ア
メ
リ
カ
）
は
イ

ラ
ク
攻
撃
を
止
め
よ
―
②
―
日
本
は
一
切
の
戦
争
協

力
を
す
る
な
」
含
ご
ィ
ラ
ク
は
ク
ウ
ェ
ー
、
r
か
ら
撤

退
し
、
戦
争
拡
大
を
止
め
よ
―
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
同
じ
比
重
で
は
私
に
は
叫
べ
な
い
。
私
は

↑
)
と
②
が
表
裏
一
体
で
第
一
で
あ
り
、
第
二
で
あ
り
、

第
三
で
あ
る
。
そ
し
て
③
は
：
番
目
で
カ
ッ
コ
つ
き

で
し
か
言
え
な
い
。
も
っ
と
中
東
問
題
が
リ
ア
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
見
え
な
い
も
の
か
、
(
1
)
(
2
)

③
を
並
列
的

に
叫
ん
で
い
る
よ
う
で
は
、
従
来
の
エ
セ
革
新
的
市

民
運
動
の
レ
ベ
ル
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
は
な
い

と
思
う
。
勿
論
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
軍
事
優
攻
・

併
合
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
。

（
草
刈
孝
昭
／
牧
師
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
／
京
都
市
）

し
五
日
に
は
原
潜
シ
カ
ゴ

(
S
S
N
7
2
1
)
に
入

港
さ
れ
て
問
題
多
き
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
私
ど

も
平
和
委
員
会
が
属
し
ま
す
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

横
須
賀
協
会
」
は
一
八
八
六
年
創
立
で
、
今
年
一
〇

五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
軍
港
・
帝
国
海
軍
と
共
に
育

っ
た
教
会
で
す
。
二
十
年
前
、
靖
国
神
社
国
営
化
問

題
が
始
ま
っ
て
以
来
、
こ
の
教
会
の
全
歴
史
の
検
討

を
迫
ら
れ
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
母
港
化
に
剌
激
さ
れ
、

さ
ら
に
ラ
ロ
ッ
ク
発
言
以
来
、
よ
う
や
く
「
横
須
賀
，
l

の
真
の
姿
に
目
を
開
か
れ
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
伝

道
と
反
核
闘
争
の
ど
う
着
に
板
ば
さ
み
の
苦
し
み
に

悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
反
核
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
抗
議
葉

書
運
動
に
一
筋
の
可
能
な
道
を
提
示
さ
れ
、
恐
る
恐

る
、
し
か
し
望
み
を
も
っ
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
一
い
く
じ
な
し
」
で

も
や
れ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
誰
で
も
何
処
か
ら
で
も

参
加
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
原
潜

入
港
ご
と
に
ド
ー
ッ
と
何
十
万
、
何
百
万
と
い
う
抗

議
葉
書
の
大
波
が
押
し
寄
せ
れ
ば
、
侮
り
が
た
い
圧

力
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
横
須
賀
教
会
平
和
委
員
会
）

●
イ
ラ
ク
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
争
い
は
ア
ラ
プ
の
民
族

の
闘
争
と
思
い
ま
す
。
ア
ラ
ブ
の
人
々
が
集
ま
っ
て

話
し
合
う
と
解
決
す
る
で
せ
う
。
解
決
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
◇
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
体
制
の
強
行
は

絶
対
に
平
和
的
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の

兵
隊
を
引
き
上
げ
て
話
し
合
い
を
続
け
平
和
的
に
解

決
し
て
下
さ
い
。
戦
争
反
対
、
平
和
な
地
球
を
創
造

し
ま
せ
う
。
（
宮
寄
茂
／
農
業
／
唐
津
市
）

●
ア
メ
リ
カ
大
使
館
気
付
け
で
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に

ハ
ガ
キ
を
出
す
こ
と
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ぽ
ざ
い
ま
し
た
。
絵
葉
書
に
「
N
e
v
e
r

喜
i
I
-
{
h
e
w
a
r
.
p
l
e
a
s
e
,
 n
e
v
e
r
J
と
書
い
て
投
函

し

ま

し

た

。

（

大

江

み

ち

／

東

京

都

）

●
前
略
◇
い
つ
も
一
ト
マ
喰
い
虫
」
送
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
即
時
停
戦
の
意
見
を
出

す
た
め
の
区
議
会
臨
時
会
開
催
の
可
能
性
を
め
ざ
し

て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
カ
ン
パ
を
同
封
い

た
し
ま
し
た
。
右
と
り
い
そ
ぎ
。
草
々

（
木
村
勝
昭
／
区
議
会
議
員
／
東
京
）

●
戦
争
に
な
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
若
者
の
血
が
流
さ

れ
、
殺
さ
れ
、
油
田
だ
っ
て
爆
破
さ
れ
、
建
物
土
地

す
べ
て
を
破
壊
し
て
、
少
し
も
得
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
が
考
え
て
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

争
反
対
。
（
益
永
陽
子
／
医
師
／
群
馬
県
勢
多
郡
）

●
戦
争
反
対
で
米
国
に
抗
議
の
ハ
ガ
キ
を
出
す
そ
う

で
す
が
、
戦
争
の
原
因
を
つ
く
っ
た
イ
ラ
ク
に
は
出

さ
な
い
の
で
す
か
？
こ
れ
で
は
＿
べ
平
連
l

と
同

●
い
ろ
ん
な
運
動
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
で
行
動
す
る
こ

と
自
体
は
当
然
で
あ
り
大
切
で
す
が
、
他
の
関
連
あ

る
運
動
体
と
連
帯
し
な
い
と
そ
の
成
果
は
あ
り
ま
せ

ん
（
世
の
中
は
変
わ
ら
な
い
）
、
と
い
う
の
が
私
の

主
張
で
す
。
そ
ん
な
次
第
で
私
は
―
つ
の
運
動
だ
け

に
応
援
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
み
ん
な
に
僅
か

な
カ
ン
パ
し
か
出
来
ま
せ
ん
。
何
卒
ご
理
解
下
さ
い
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
（
川
原
満
雄
／
無
廠
の
老
人
／
伊
東
市
）

●
創
刊
五
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
九
八
四

年
の
「
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
横
須
賀
集

会
」
か
ら
早
く
も
六
年
が
経
ち
ま
す
が
、
北
太
平
洋

の
状
況
は
東
西
協
調
の
時
代
を
迎
え
た
と
は
言
え
、

あ
い
変
わ
ら
ず
で
す
。
日
本
で
は
自
衛
隊
の
海
外
派

兵
と
い
っ
た
事
態
が
目
の
前
で
議
論
さ
れ
る
に
い
た

っ
て
い
ま
す
。
一
九
九
0
年
代
、
こ
れ
か
ら
も
反
戦

•
平
和
運
動
の
重
要
な
柱
と
し
て
続
け
て
下
さ
い
。

最
近
は
事
務
局
に
も
出
席
で
き
ず
す
み
ま
せ
ん
。

（
大
久
保
青
志
／
東
京
都
議
）

●
真
実
に
は
ほ
ど
遠
い
マ
ス
コ
ミ
の
軽
薄
な
報
道
と

そ
れ
に
乗
せ
ら
れ
て
真
の
危
険
に
目
を
向
け
な
い
馬

鹿
ど
も
に
は
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
核
の
完
全
廃

絶
の
た
め
の
息
の
長
い
真
実
の
運
動
を
続
け
ら
れ
て

い
る
皆
様
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

＇

（

湯

浅

実

／

俳

優

／

東

京

都

）

●
ニ
ュ
ー
ス
い
つ
も
送
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
年
八
四
オ
、
身
体
が
思
う
よ
う
に
活
動
で

じ
で
「
平
和
運
動
」
と
い
う
名
の
「
反
米
運
動
」
で

す
よ
。
中
東
の
石
油
が
な
い
と
、
貴
方
達
も
含
め
て

わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
生
活
し
て
い
け
な
い
の
で
す
か

ら
、
あ
ま
り
片
寄
っ
た
運
動
は
や
ら
な
い
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
も
ー
；
売
名
l

の
た
め
で
し
ょ

う

か

？

（

s／
会
社
員
／
秋
田
県
）

●
緊
皐
る
侮
嶺

佐
世
保
よ
り
、
平
和
を
求
め
活
動
さ
れ
て
い
る
み

な
さ
ん
に
心
よ
り
の
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

す
，
基
地
佐
世
保
で
は
脱
冷
戦
の
中
で
新
た
な
緊
張

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
象
的
に
は
①
佐
世
保
一
沖

縄
間
八
四
0
キ
ロ
の
デ
ジ
タ
ル
・
ケ
ー
プ
ル
の
敷
設

計
画
、
②
高
さ
一
八
0
メ
ー
ト
ル
の
通
信
用
タ
ワ
ー

の
建
設
、
③
医
療
用
大
型
倉
庵
の
建
設
、
④
五
二
〇

戸
の
米
軍
家
族
用
住
宅
の
の
二
期
工
事
着
工
、
⑤
海

上
自
衛
隊
の
九
四
0
メ
ー
ト
ル
の
大
型
艦
船
岸
壁
計

画
、
⑥
海
自
ミ
サ
イ
ル
整
備
所
の
建
設
、
⑦
S
A
T

T

の
完
成
：
•
あ
げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い
。
軍
問
研
の
佐

々
木
竹
一
さ
ん
は
昨
年
秋
に
倒
れ
闘
病
中
で
す
。
佐

世
保
に
お
け
る
新
た
な
運
動
の
立
て
な
お
し
が
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
田
中
正
純
／
佐
世
保
軍
問
研
／
佐
世
保
市
）

●
反
繋
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
酋

ひ
そ
か
な
反
核
同
志
の
み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し

て
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

き
な
い
が
、
東
海
村
の
再
処
理
工
場
と
第
二
原
発
を

廃
止
す
る
た
め
の
活
動
を
約
二
十
年
間
続
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
つ
も
り
。(
T
.
M
／
水
戸
市
）

●
平
素
の
ご
活
躍
敬
服
し
て
い
ま
す
。
田
舎
に
い
て

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
支
援
で
き
ま
せ
ん
。
年
金
生

活
で
す
か
ら
、
カ
ン
パ
僅
少
で
す
が
お
許
し
を
。

（
K
.
T
／
桑
名
市
）

●
山
奥
で
養
鶏
と
畑
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
毎
日
で

す
。
通
信
は
、
私
に
と
っ
て
カ
ン
フ
ル
剤
で
す
ね
。

何
も
せ
ず
、
心
苦
し
い
限
り
で
す
。
す
い
ま
せ
ん
。

（
K
.
s
／
飯
能
市
）

●
い
つ
も
通
信
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年

（
九
十
一
年
）
も
ど
う
か
平
和
の
た
め
に
頑
張
っ
て

く

だ

さ

い

。

（

T
.
M
／
伊
丹
市
）

●
健
闘
を
！
「
ト
マ
喰
い
虫
」
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な

か
な
か
い
い
レ
ベ
ル
で
い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
す
。

（
K
.
T
／
豊
明
市
）

先
月
お
休
み
し
た
分
、
た
＜

さ
ん
の
お
便
り
を
ま
と
め
て

紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ

い
（
編
集
部
）
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*
1
2
月
2
1
日
午
前
1
0
時
ド
ラ
ム
(

S

級
）
横
須
賀

反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ンや
よ
り

入
造
憶
報

一
九
九
0
年
十
二
月
一
六
日
＼
九
一
年
二
月
十
五
日

p
級
i
i
原
子
力
潜
水
艦
パ
ー
ミ
ッ
ト
級

S
級
1
1

原
子
力
潜
水
艦
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級

L
級
1
1

原
子
力
潜
水
艦
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級

会計報告

(911. 16~2 15) 

(3 3) 

［収入］

0前月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

〇今月の収入

会費収入

： ［言通信会員
カンバ収入

＊行動収入

資料収入

反核ホットライン収入

アンケート調査収入

利息収入

に
入
港

*
1
2
月
3
1
日
午
前
1
0
時
ド
ラ
ム
横
須
賀
を
出
港

●
―
九
九
0
年
一
月
一
日
I

十
二
月
三
一
日
の
各

地
へ
の
原
子
力
艦
入
港
回
数
は

横
須
賀
3
3
回
（
う
ち
原
潜
3
3
回
）

佐
世
保

1
回
（
う
ち
原
潜
0
回）

ホ
ワ
イ
ト
ピ
ー
チ
9
回
（
う
ち
原
潜
9
回）

□
九
九
一
年
]

*
1
月
4
日

午

前

9
時
5
0
分
原
潜
シ
カ
ゴ
(

L

級）

横
須
賀
に
入
港
1
3
時
5
0
分
に
出
港

午
前
1
0
時
原
潜
オ
リ
ン
ピ
ア
(

L

級）

横
須
賀
に
入
港

午
前
1
1
時
原
潜
オ
リ
ン
ピ
ア
(

L

級）

横
須
賀
を
出
港

午
前
1
0
時
3
0
分
原
潜
ガ
ー
ド
ナ
ー

(

S

級
）
横
須
賀
に
入
港

*
2
月
1
2
日

*
1
占

月

24
日

*
1
月
2
2
日
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i支出］

●今月の支出

家賃（ 11月分）

水道光熱費

｀話代

郵送費

文具代

印刷曹

＊行動費

資料経費

反核ホヽ！トライン経費

アンケー h調査経費

郵便振替等手数莉

●次月への繰越

経常繰；；；

借入金繰毬

278. 087 

30 000 

7,990 

17,787 

64,436 

4,346 

78. 886 

71, 722 

゜830 
゜2,090 
67,069 

217. 069 

△1509?9 

＊行動収入、行動費は｀抗議ハガキ、週報、緊急の発
送など湾岸戦争反対行動に伴うお金の動きてす。やは
り、支出が大幅に増えています，緊急カンパをよろし

くお顆いします！

月
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＊
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＊
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●
―
九
九
0
年
一
月
一
日
＼
二
月
十
五
日
の
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チ
0
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（
う
ち
原
潜
0
回）

湾岸戦争反対行動でトマ喰い虫社は
テンテコ舞い。あなたのエネルギー
を、少しわけてくれませんか。いつ
でも連絡ください。次の「トマ喰い
虫」発送は
3J']24日（日） 2pm~
東横線日吉駅下車トマ喰
い虫社分室で
~045(563)5101 


